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～だれの仕業か

わ か るか な ?～
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「働
き
方
改
革
」
と
い
う
国
の
政
策
も
あ
り
、

本
園
で
も
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
保
育
の
質
を

低
下
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
日
々
の
準
備
や
研
究
を

し
て
い
く
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
に
つ
い
て
考

え
て
い
ま
す
。
附
属
は
、
教
育
現
場
の
働
き
方
の

モ
デ
ル
を
示
す
立
場
で
も
あ
る
の
で
す
。
公
開
研

も
、
よ
り
内
容
を
焦
点
化
し
、
他
園
が
取
り
入
れ

ら
れ
る
よ
う

「見
え
る
化
」
し
て
発
表
し
ま
す
。

変
わ
ら
な
い
の
は
、
よ
り
良
い
保
育
を
求
め
続

け
て
い
る
先
生
方
の
姿
勢
で
す
。
日
々
、
子
ど
も

鞣

の
姿
を
通
し
て
、
環
境
構
成
や
援
助
の
あ
り
方
を
“

熱
ぐ
語
り
合
う
姿
が
あ
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
・

大分大学教育学部附属幼稚園 (1文責/園長 石川照代 )

今、幼児教育に熱い視線が注がれています:「教育は:幼児期
からスタートしなければならない」と言われているのです。

今年度も、県の内外から多くの幼児教育実践者の方々にご参

集頂いて、共に幼児教育のあり方について学び合う機会を設け

ました。午前中は、1本園の保育を見て頂き、それを元にしたグ

ル■プ討議形式の分科会を持ちます。|そ して午後は、1国立教育

政策研究所の掘越紀香先生を講師にお迎えしてのご講演です。

新たな扉を開く “幼児教育の向こう側"を、私たちはどのよう
に見通して進めば良いのか、御示唆を頂きます。

現時点で参観の申し込みが 180名 を超えました。有り難い
ことです。まだまだ研究の途上ではありますがで多くの方々の

忌憚のないご意見を頂きながらt私たち自身も更に保育の質を
高め、力をつけていきたいと思います。

保護者の方には、「使命」とも言える附属幼稚園の研究につい

てどうぞお知りおき下さい。そして、何卒ご理解とご協力を下

さいますよう宜しくお願い申し上げます。  ‐
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こ
の
年
令
に
な

っ
て
も
、
一

知

ら
な

い
こ
と
が

一
杯

！
一

年
少
さ
ん
の
お
庭
に
は
、
一

キ

ン
カ

ン
が
植
え
ら
れ

て
一

る

。
。
そ
う
思

っ
て
い
ま

一

し
た
。

と

こ
ろ
が
、

つ
い
一

先

日
判

明
し
た

の
で
す
。

一

あ
れ
が
キ

ン
カ

ン
で
は
な

一

く
タ
チ
バ
ナ
だ
と
い
う
こ
と
が
卜
味
や
香
り
は
キ
ン
カ
ン

の
よ
う

ｏ
・
・
。
子
ど
も
た
ち
も
喜
ん
で
食
べ
ま
し
た
。

タ
チ
バ
ナ
と
言
え
ば
「
お
ひ
な
さ
ま
の
段
飾
り
に
サ
ク

ラ
と
対
に
置
か
れ
る
植
物
で
す
。
あ
あ
「
あ
れ
が
こ
れ
だ

′
た
の
か
―
初
め
て
知
ち
た
！
初
め
て
見
た
■
こ
の
年
に

な
っ
て
も
、
新
し
い
こ
と
を
知
る
の
は
本
当
に
嬉
し
い
こ

と
で
す
。
皆
さ
ん
は
、
タ
チ
バ
ナ
っ
て
知
っ
て
ま
し
た
か
？

年末、テラスに置いていた靴
の職員の運動靴やスリッパの片方カ

曇管奄:｀ビ冗な窯訳軍F長言忙ばな墨
む人がいるなどとは到底思えません。
しかも、片方だけなんて・・・。

年が明け、守衛さんに相談して見回
りを強化して頂くなど対策を練ってい

たある日、一足の靴が本の上から見つ
かりました。捜してみると、1屋根の上
にも !立派なカギ状の歯形がびっしり

付nた靴とスリッパでした。守衛さん
共々ほうと胸をなで下ろしま
した。さて犯人は?

舅長ぽよ瘍 Nり。撹3
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